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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

当社は平成29年12月28日に、監査法人の指摘により、店舗に係る固定資産の減損処理方法に関しその前提となる事

実に精査を要する事項の存在が判明し、有識者からなる調査委員会による調査が必要であるとの指摘を受け、第三者

委員会を設置し調査を行いました。調査の結果、過年度の会計期間において店舗に係る固定資産の減損を回避する目

的で、仕入先からのリベート・協賛金の会計処理について、一部の店舗へ不適切に傾斜配賦処理が行われる等の不適

切な会計処理が行われていたことが判明しました。

これに伴い当社は、過去に提出いたしました有価証券報告書等に記載されている連結財務諸表及び財務諸表並びに

四半期連結財務諸表に含まれる一連の会計処理を訂正することといたしました。

これらの決算訂正により、当社が平成28年１月14日に提出いたしました第75期第２四半期（自　平成27年９月１

日　至　平成27年11月30日）に係る四半期報告書の記載事項の一部を訂正する必要が生じましたので、これを訂正す

るため四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

なお、訂正後の四半期連結財務諸表については、監査法人ハイビスカスにより四半期レビューを受けており、その

四半期レビュー報告書を添付しております。

 

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

第４　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

四半期レビュー報告書

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

なお、訂正箇所が多数に及ぶことから、上記の訂正事項については、訂正後のみを記載しております。
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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第74期

第２四半期
連結累計期間

第75期
第２四半期
連結累計期間

第74期

会計期間
自 平成26年６月１日
至 平成26年11月30日

自 平成27年６月１日
至 平成27年11月30日

自 平成26年６月１日
至 平成27年５月31日

売上高 (千円) 16,167,324 16,683,600 33,255,684

経常利益 (千円) 210,180 242,299 514,692

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 107,624 152,257 206,121

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 141,936 151,381 230,198

純資産額 (千円) 2,081,708 2,184,471 2,101,822

総資産額 (千円) 18,283,813 18,190,764 18,654,094

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 7.95 11.25 15.22

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 11.3 12.0 11.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 288,608 285,556 1,400,063

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △684,985 △235,092 △1,304,639

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 6,134 △284,153 △433,442

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,529,163 1,347,698 1,581,387
 

 

回次
第74期

第２四半期
連結会計期間

第75期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年９月１日
至 平成26年11月30日

自 平成27年９月１日
至 平成27年11月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 5.11 7.83
 

　
(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

重要な変更はありません。

  また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 (1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や金融政策による企業収益の改善傾向が続

き、全体として緩やかな景気回復基調が継続いたしました。一方、当小売業界におきましては、円安に伴う原材料

価格高騰を受けた商品価格値上げ等による個人消費の節約志向や同業他社や他業態との競争激化が増すなど、厳し

い経営環境が続いております。

　このような経営環境のもと、当社グループといたしましては、「お客様へのおもてなし」を重点課題とし、顧客

の創造と店舗の営業力強化を推し進め、地域に密着した企業として競合他社との差別化を図る政策の取り組みを実

施いたしました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の営業収益は172億46百万円（前年同四半期比3.5％増）、営業利益は２

億21百万円（前年同四半期比15.8％増）、経常利益は２億42百万円（前年同四半期比15.3％増）、親会社株主に帰

属する四半期純利益は１億52百万円（前年同四半期比41.5％増）となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（流通事業）

流通事業におきましては、販売促進では、毎週の「木曜特売市」「日曜新鮮特売市」のメイン企画を中心に、お

客様のお好きな商品を割り引く「生活応援割引券」を配付する特別企画を継続し好評を得ております。商品政策で

は、「生鮮食品は地産地消」をモットーに身近な産地で収穫された商品を旬の時期にお届けするよう、地域ブラン

ド商品の開発や岡崎食品加工センターを活用した干物を新たに開発し差別化を図りました。さらに品質や味が評判

の成城石井商品の販売や「こだわり商品」の販売を強化いたしました。物流面では、一般食品を対象として業務の

効率化と仕入体制強化を目的に、新物流センターを稼動いたしました。

店舗の状況におきましては、平成27年７月に渡津店、知立店の改装を実施いたしました。

以上の結果、流通事業の営業収益は172億22百万円（前年同四半期比3.6％増）、営業利益２億円（前年同四半期

比18.2％増）となりました。

 （サービス事業）

サービス事業におきましては、清掃業、保守業及び駐車場等の施設警備業を営んでおり、効率的な店舗の清掃業

務及び店舗設備の保守業務、駐車場等の警備業務に努めてまいりました。

以上の結果、サービス事業の営業収益は24百万円（前年同四半期比0.3％増）、営業利益は19百万円（前年同四

半期比3.2%減）となりました。

 

EDINET提出書類

株式会社ドミー(E03189)

訂正四半期報告書

 5/22



 

(2) 財政状態の分析

　資産、負債及び純資産の状況

　（イ）資産

流動資産は、前連結会計年度末に比べ５億11百万円減少し、40億13百万円となりました。これは主に、現金及び預

金２億33百万円の減少によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ48百万円増加し、141億66百万円となりました。これは主に、無形固定資産

３百万円及び差入保証金11百万円の増加によるものであります。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ４億63百万円減少し、181億90百万円となりました。

　（ロ）負債　　　　

流動負債は、前連結会計年度末に比べ６億81百万円減少し、94億71百万円となりました。これは主に、支払手形及

び買掛金２億65百万円、短期借入金50百万円、未払法人税等61百万円、引当金51百万円の減少によるものでありま

す。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ１億35百万円増加し、65億35百万円となりました。これは主に、社債50百万

円、長期借入金22百万円、退職給付に係る負債20百万円の増加によるものであります。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べ５億45百万円減少し、160億６百万円となりました。

　（ハ）純資産

純資産は、前連結会計年度末に比べ82百万円増加し、21億84百万円となり、自己資本比率は12.0％となりました。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末に比べ２

億33百万円減少し、13億47百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況と

それらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は、前年同四半期に比べ３百万円減少し、２億85百万円となりました。これは主に、

仕入債務の減少額２億65百万円があったものの、減価償却費の計上３億82百万円によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は、前年同四半期に比べ４億49百万円減少し、２億35百万円となりました。これは主

に、有形固定資産の取得による支出２億74百万円によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は、前年同四半期に比べ２億90百万円増加し、２億84百万円となりました。これは主

に、長期借入による収入５億70百万円があったものの、長期借入返済による支出４億83百万円、社債の償還による支

出１億99百万円、配当金の支払額67百万円によるものであります。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 41,000,000

計 41,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年１月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,774,249 13,774,249
名古屋証券取引所　

市場第二部
　単元株式数　1,000
株　　　　

計 13,774,249 13,774,249 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年11月30日 ― 13,774,249 ― 841,545 ― 790,395
 

 

(6) 【大株主の状況】

平成27年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

ドミー親和会 愛知県岡崎市大平町字八ツ幡１番地１ 1,215 8.82

梶 川 須 賀 子 愛知県西尾市 739 5.36

ドミー親栄会 愛知県岡崎市大平町字八ツ幡１番地１ 653 4.74

㈱三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 582 4.22

西尾信用金庫 愛知県西尾市寄住町洲田51番地 581 4.22

梶 川 志 郎 愛知県岡崎市 498 3.61

ドミー社員持株会 愛知県岡崎市大平町字八ツ幡１番地１ 481 3.49

㈱名古屋銀行 名古屋市中区錦三丁目19番17号 473 3.43

岡崎信用金庫 愛知県岡崎市菅生町字元菅41番地 391 2.83

梶 川 勇 次 愛知県西尾市 311 2.26

計 ― 5,927 43.04
 

 

(注)　ドミー親和会及びドミー親栄会は、当社の取引先を会員とする持株会であります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成27年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 241,000

― 　　　　　　　 ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

13,425,000
13,425 ―

単元未満株式 普通株式 108,249 ― ―

発行済株式総数 13,774,249 ― ―

総株主の議決権 ― 13,425 ―
 

 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式957株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成27年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
㈱ドミー

愛知県岡崎市
大平町字八ツ幡１番地１

241,000 ― 241,000 1.76

計 ― 241,000 ― 241,000 1.76
 

 

２ 【役員の状況】

　　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成27年９月１日から平成

27年11月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年６月１日から平成27年11月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

また、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期連結財務諸表について、監査法人ハイビスカスによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年５月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年11月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,301,387 2,067,698

  受取手形及び売掛金 269,330 228,569

  商品 1,157,656 1,193,056

  貯蔵品 22,067 21,256

  その他 774,926 503,353

  流動資産合計 4,525,367 4,013,935

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 4,222,826 4,127,683

   土地 3,943,716 3,943,716

   その他（純額） 810,285 991,457

   有形固定資産合計 8,976,827 9,062,857

  無形固定資産 714,999 718,771

  投資その他の資産   

   繰延税金資産 755,025 754,512

   差入保証金 1,846,801 1,858,743

   その他 1,824,958 1,771,769

   投資その他の資産合計 4,426,785 4,385,025

  固定資産合計 14,118,612 14,166,655

 繰延資産 10,114 10,173

 資産合計 18,654,094 18,190,764

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※1  3,472,206 3,206,833

  短期借入金 ※2  3,800,000 ※2  3,750,000

  1年内返済予定の長期借入金 937,279 ※2  1,001,522

  未払法人税等 112,383 51,341

  引当金 226,553 174,799

  その他 1,603,903 1,286,670

  流動負債合計 10,152,326 9,471,167

 固定負債   

  社債 691,130 741,920

  長期借入金 ※2  3,575,267 ※2  3,597,599

  退職給付に係る負債 702,823 723,645

  資産除去債務 253,667 256,272

  その他 1,177,057 1,215,689

  固定負債合計 6,399,945 6,535,125

 負債合計 16,552,271 16,006,293
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年５月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年11月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 841,545 841,545

  資本剰余金 790,395 790,395

  利益剰余金 574,732 659,318

  自己株式 △116,839 △117,900

  株主資本合計 2,089,833 2,173,357

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 72,331 68,300

  繰延ヘッジ損益 △1,389 △652

  退職給付に係る調整累計額 △58,953 △56,533

  その他の包括利益累計額合計 11,989 11,114

 純資産合計 2,101,822 2,184,471

負債純資産合計 18,654,094 18,190,764
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年６月１日
　至 平成26年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年６月１日
　至 平成27年11月30日)

売上高 16,167,324 16,683,600

売上原価 11,857,743 12,224,450

売上総利益 4,309,581 4,459,150

営業収入 488,254 562,609

営業総利益 4,797,835 5,021,759

販売費及び一般管理費 ※  4,606,438 ※  4,800,100

営業利益 191,396 221,658

営業外収益   

 受取利息 5,956 6,595

 受取配当金 7,570 8,646

 持分法による投資利益 9,223 6,810

 その他 64,550 71,372

 営業外収益合計 87,301 93,425

営業外費用   

 支払利息 55,887 46,306

 資金調達費用 6,208 20,585

 その他 6,420 5,892

 営業外費用合計 68,517 72,784

経常利益 210,180 242,299

特別利益   

 投資有価証券売却益 299 -

 特別利益合計 299 -

特別損失   

 固定資産除売却損 34,823 12,733

 投資有価証券売却損 - 922

 その他 3,000 -

 特別損失合計 37,823 13,655

税金等調整前四半期純利益 172,657 228,643

法人税、住民税及び事業税 36,733 56,490

法人税等調整額 28,300 19,895

法人税等合計 65,033 76,385

四半期純利益 107,624 152,257

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 107,624 152,257
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年６月１日
　至 平成26年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年６月１日
　至 平成27年11月30日)

四半期純利益 107,624 152,257

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 30,706 △4,031

 繰延ヘッジ損益 836 736

 退職給付に係る調整額 2,769 2,419

 その他の包括利益合計 34,312 △875

四半期包括利益 141,936 151,381

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 141,936 151,381

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年６月１日
　至 平成26年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年６月１日
　至 平成27年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 172,657 228,643

 減価償却費 354,782 382,364

 支払利息 55,887 46,306

 たな卸資産の増減額（△は増加） △7,132 △34,589

 仕入債務の増減額（△は減少） △178,300 △265,372

 賞与引当金の増減額（△は減少） △40,196 △39,533

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △11,740 △12,220

 固定資産除売却損益（△は益） 34,823 12,733

 持分法による投資損益（△は益） △9,223 △6,810

 その他 △19,293 115,577

 小計 352,265 427,097

 利息及び配当金の受取額 13,475 15,364

 利息の支払額 △55,908 △46,216

 法人税等の支払額 △41,146 △110,687

 法人税等の還付額 19,922 -

 営業活動によるキャッシュ・フロー 288,608 285,556

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △557,732 △274,007

 投資有価証券の取得による支出 △81,973 -

 投資有価証券の売却による収入 300 32,859

 差入保証金の差入による支出 △226,437 △28,017

 差入保証金の回収による収入 74,374 5,607

 預り保証金の返還による支出 △13,175 △2,454

 その他 119,660 30,920

 投資活動によるキャッシュ・フロー △684,985 △235,092

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △200,000 △50,000

 長期借入れによる収入 990,000 570,000

 長期借入金の返済による支出 △454,010 △483,425

 社債の発行による収入 - 97,489

 社債の償還による支出 △143,610 △199,210

 配当金の支払額 △67,572 △67,706

 その他 △118,672 △151,301

 財務活動によるキャッシュ・フロー 6,134 △284,153

現金及び現金同等物に係る換算差額 - -

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △390,242 △233,689

現金及び現金同等物の期首残高 1,919,405 1,581,387

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,529,163 ※  1,347,698
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年６月１日 至 平成27年11月30日)

　
  （会計方針の変更）
「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
 

 

　

(追加情報)

　※2　財務制限条項

当社はシンジケート方式によるタームローン契約を締結しております。本契約に基づく当第２四半期連結会計期

間末の借入未実行残高は次の通りです。

 
前連結会計年度

(平成27年５月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年11月30日)

タームローンの総額 ― 700,000千円

借入実行残高 ― 170,000千円

差引額 ― 530,000千円
 

 なお、本契約には下記①及び②の財務制限条項が付されております。

　　　 ①本契約締結日又はそれ以降に終了する当社の各年度の決算期の末日における当社の連結の貸借対照表におけ

る純資産の部の金額を、当該決算期の直前の決算期の末日における当社の連結の貸借対照表における純資産

の部の金額の75％の金額以上にそれぞれ維持する。

 ②本契約締結日又はそれ以降に終了する当社の各年度の決算期にかかる当社の連結の損益計算書上の経常損益

に関して、２期連続して経常損失を計上しないことを確約する。

 
当社はシンジケート方式によるコミットメントライン契約を締結しております。本契約に基づく当第２四半期連

結会計期間末の借入未実行残高は次の通りです。

 
前連結会計年度

(平成27年５月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年11月30日)

コミットメントラインの総額 1,100,000千円 1,100,000千円

借入実行残高 800,000千円 800,000千円

差引額 300,000千円 300,000千円
 

 なお、本契約には下記①、②及び③の財務制限条項が付されております。

　　　 ①本契約締結日又はそれ以降に終了する当社の各年度の決算期及び中間期の末日における当社の単体の貸借対

照表における純資産の部の金額が、当該本・中間決算期の直前(６ヶ月前)の本・中間決算期の末日における

当社の単体の貸借対照表における純資産の部の金額の75％の金額以上であること。

　　　 ②本契約締結日又はそれ以降に終了する当社の各年度の決算期及び中間期の末日における当社の連結の貸借対

照表における純資産の部の金額が、当該本・中間決算期の直前(６ヶ月前)の本・中間決算期の末日における

当社の連結の貸借対照表における純資産の部の金額の75％の金額以上であること。

　③本契約締結日又はそれ以降に終了する当社の各年度の本・中間決算期に係る当社の単体及び連結の損益計算

書上の経常損益に関してそれぞれ２半期(各本・中間期毎に１半期として計算する。)連続して経常損失を計

上しないこと。
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(四半期連結貸借対照表関係)

　　保証債務

　連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対して、債務保証を行っております。

前連結会計年度
(平成27年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年11月30日)

新安城商業開発(株) 400,500千円 新安城商業開発(株) 388,000千円
 

 

　※1　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が連結会計年度末残高に

含まれております。

 
前連結会計年度

(平成27年５月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年11月30日）

支払手形 72,808 千円 ―
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

 ※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年６月１日
至 平成26年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年６月１日
至 平成27年11月30日)

従業員給料及び賞与 1,640,487千円 1,712,328千円

賞与引当金繰入額 164,545千円 174,799千円

退職給付費用 48,411千円 52,262千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年６月１日
至 平成26年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年６月１日
至 平成27年11月30日)

現金及び預金 2,249,163千円 2,067,698千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△720,000千円 △720,000千円

現金及び現金同等物 1,529,163千円 1,347,698千円
 

 

 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成26年６月１日 至 平成26年11月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年８月27日
定時株主総会

普通株式 67,684 5 平成26年５月31日 平成26年８月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年１月９日
取締役会

普通株式 67,676 5 平成26年11月30日 平成27年２月６日 利益剰余金
 

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成27年６月１日 至 平成27年11月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年８月27日
定時株主総会

普通株式 67,672 5 平成27年５月31日 平成27年８月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年１月12日
取締役会

普通株式 67,661 5 平成27年11月30日 平成28年２月５日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年６月１日 至 平成26年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 （単位：千円)

 流通事業 サービス事業 合計

営業収益    

　外部顧客への営業収益 16,631,588 23,990 16,655,578

　セグメント間の内部営業収益
　又は振替高

347 130,475 130,822

計 16,631,936 154,465 16,786,401

セグメント利益 169,925 19,839 189,764
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 189,764

セグメント間取引消去 1,632

四半期連結損益計算書の営業利益 191,396

  
 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年６月１日 至 平成27年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 （単位：千円)

 流通事業 サービス事業 合計

営業収益    

　外部顧客への営業収益 17,222,150 24,059 17,246,209

　セグメント間の内部営業収益
　又は振替高

362 139,537 139,899

計 17,222,513 163,596 17,386,109

セグメント利益 200,878 19,211 220,090
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 220,090

セグメント間取引消去 1,568

四半期連結損益計算書の営業利益 221,658
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年６月１日
至 平成26年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年６月１日
至 平成27年11月30日)

１株当たり四半期純利益金額 7円95銭 11円25銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 107,624 152,257

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

107,624 152,257

普通株式の期中平均株式数(千株) 13,536 13,533
 

 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

　第75期(平成27年６月１日から平成28年５月31日)中間配当については、平成28年１月12日開催の取締役会にお

いて平成27年11月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主又は登録株式質権者に対し、次のとおり中間

配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額 67,661千円

②　１株当たりの金額 ５円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成28年２月５日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年８月29日

株式会社ドミー

取締役会  御中

　

監査法人ハイビスカス
 

　

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　丸　木　章　道　　㊞
 

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　森　崎　恆　平　　㊞
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ドミー

の平成27年６月１日から平成28年５月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成27年９月１日から平成27

年11月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年６月１日から平成27年11月30日まで)に係る訂正後の四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ドミー及び連結子会社の平成27年11月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

その他の事項

四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。な

お、訂正前の四半期連結財務諸表は前任監査人によって四半期レビューが実施されており、平成28年１月14日に四半期

レビュー報告書が提出されている。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

 

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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